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一般社団法人全国信用金庫協会

「金融機関職員のためのバリアフリーハンドブック」の作成について



◼   全国信用金庫協会と全国労働金庫協会は、本年３月に「金融機関職員のためのバ

リアフリーハンドブック」を作成しました。

◼ このハンドブックは、障害者や高齢者、その他の要配慮者への適切な配慮・応対に関す

る理解促進を通じて、両協会の会員金融機関におけるソフト面・ハード面のバリアフリーに

係る取組みを一層推進していくことを目的に作成したもので、本日の意見交換会にご参

加されている障害者団体様にもご協力をいただきました。

◼ ハンドブックの概要は、次頁以降のとおりです。

Ⅰ．「金融機関職員のためのバリアフリーハンドブック」の作成について
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① 主なターゲット・利用方法
⚫ 障害者等と直接接点がある営業店職員。

⚫ 主に職員向け研修や自己研鑽、顧客応対時の参考資料としての利用を想定。

② 内容
⚫ 心身・知能の障害や高齢者などカテゴリー毎の心身状態の概要の説明を行ったうえで、どのような場面においてお客様が「不便さ」を
感じ、それに対して職員がどのような配慮・応対が求められるかについて解説。

⚫ その他、金融機関における合理的配慮の事例や、配慮がなされた金融機関の店舗のイメージ、障害者等への応対に際して利用す
るツール等も解説。

Ⅱ．ハンドブックの概要について
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【目次】１．応対の心得
 ２．障害等の特徴

       ３．合理的配慮と金融機関での事例
       ４．場面ごとの「不便さ」と望まれる「応対例」

       ① 駐車場・駐輪場
       ② 入口
       ③ 順番待ち登録
       ④  待合い
       ⑤  接客カウンターでの説明
       ⑥  カウンターおよび記入台
       ⑦  書類記入
       ⑧  タブレット
       ⑨  ＡＴＭ
       ⑩  コミュニケーション
５．配慮された施設例
６．便利なツール
７．覚えておきたいマーク
８．協力団体名
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③ 分量・形式

⚫ Ａ４版40頁を「印刷物（冊子）」と「データ」の形式で会員金融機関に提供。

④ 協力団体

⚫ 公益社団法人全国脊髄損傷者連合会
⚫ 一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会
⚫ 社会福祉法人全国盲ろう者協会
⚫ 一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会
⚫ 一般財団法人全日本ろうあ連盟
⚫ NPO 法人DPI 日本会議
⚫ 一般社団法人日本作業療法士協会
⚫ 社会福祉法人日本視覚障害者団体連合
⚫ 社会福祉法人日本身体障害者団体連合会
⚫ 一般社団法人日本発達障害ネットワーク
⚫ 公益社団法人網膜色素変性症協会
⚫ 公益社団法人やどかりの里
⚫ 株式会社高齢社
⚫ 公益財団法人共用品推進機構

Ⅱ．ハンドブックの概要について



⑤ 今後のスケジュール

⚫ 2026年４月
印刷物を金融機関に郵送、データを送信。

⚫ 2026年度上期
金融機関の現場でハンドブックを有益に活用できるよう、WEBを用いて説明会・勉強会等を開催（検討中）。
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Ⅱ．ハンドブックの概要について
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